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゜
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し τ 1V跏 ros∫）ora に 於 け る 芳 沓族化合物 Z）生 合成 は．

E ．　coti の DHSA か SKA を へ

’
τ 各 芳 香族 化合 物 に と

變 1ヒす る徑路
等

と同 じ もの で あ る と結 論 し て い る．

『DAVIS ，B ・D ・・ JB・C ・19且 3151　J・・B 「
icL ・　64　739・

749．

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 
？→ DHQA −

→ DHSA − i→ SKA − → ANA −
｝→ TRY

　　　　　　　　・・T紹 飜L
　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 PABA

　　　　 Arom …………
  が ブ 卩 ツ ク．

　　　　妙 ρ
・1……  と  が プ ロ ツ ク．

　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 （江 夏 ）

　Aerobactor　aerogenes に 於 け る Pyrlrnidine

　 の 生 合成

　　 NELsoN ，　E．　V ．＆ SIIAPIRo ，　S．　K ．： J．　Bact ．

　　67
，
697　（1954）

　 此 の 報夊 は 核酸 の
一

成分 で あ る 1’yrimidina の 生 合

成 の 徑 路 に つ い
’
cAerobactei 　aerogenas を用 い て 行

つ た研 究 で あ る．

　 先 づ A ．aerogenes を ぺ ； ン リ ソ 法 に ．よつ て 紮外線

照 射
’
ノ） 11ユut こlllt　を 分

・
高ll！し

一
〔　Pyrh ゴ〔1［ne 　 v．u コC 〕troph

（策 養 久陷） を 4 型 に 分類 し て い る，．皀IIちA 型 は ，

Ur ．iC’i1，　Cytos 庸¢ 又 は 封應
．
¢ る NUtle ：）side 及 び Nu ．’

cle ：而 de の 上 に の み 發育 す る もの ，　 B．型け 以 上 の 外 に

Or 」t
’
lte をも利用 す る こ とが 卩J能 な もの ，

　 C 型 は ，

U ！
’
eidosuccinute ，　Orot ：

’
t：e，ヌ．は Uraci1 を利 用 し得

る もの ， D 型
．
ま以 上 の 外 に Aspart …しte を も利 用 し丁

發育 出 來 る もの で あ bOx 』
ilocet ：ite を も或 る 限 度 ま

丁 利 用 す る こ とが 出來 る．

　 D 型 の もの は Glut ヨ n ｝ate ，　Pyruv ．iしe，及 び Ureid り
一

glutir，ate は 夫 々 單 獨 で は 發育 を もた ら さ ない ，併 し

こ の Uvei ：loglutafat；e は Ox ’
ilacetate ヌ．は As −

parL ≡Lte に 對 し τ 添加する ときは 發育 を 増
−
加 せ しめ る

の で 之 は tra コ sc
’
arbarnylation の ue・（F を 示 す もの と

雄 定 し て い る ．

　 Urlcilの 生 合
・
成 は 次 フ）様 な徑路をとる もの と考

」

えら

れ （各型 ノ） mutant は そ の 示 さ れ た 女字 D 所 で プ ロ

ツ ク され て い る ） る．　 〔両
・．．般 に 生 合 成 の 進 ん だ もの

程 發
．
酵に 大 き く層加 を もた らす こ と， 及 び ブ 卩 ツ ク さ

れ た 點 か ら遠 ぎか る程 利 用 が 容易 に な る事 を指 摘 し
一
r

い る．〕

　 　 　 　 　 　 　 　 D 　 　 　 　 　 　 　 C
　OXilacetate − 1→ Agpartate − i→ Ur2idOSUccin 酖 e

　 　 B 　 　 　 　 　 A
　− 1→ 〔）r ）ate − i→ Ur ユGil 　　　　　　　　 （江 夏⊃

　　M ・
cobacteri ：tm 　Phieiの Lactic　OxSげat ｝、

・e

　　De ．carkOXylase の 分離 と性 質 に つ い て

　　 SUTTON ，
　 W ．　 B ．，二 J．B．C ，210309 （1954）

　 此 の 報文 は Mycobacterittm 　 Phtei か ら得 た 乳酸 ノ♪

酸 化 的 肬 災酸酵素の 分誰，精製 及 び 性 質に つ い て 行 つ

た研 究 で あ る．乳 酸を酸化 的 に 脱 炭酸 し て ， 炭酸 ガ ス

と酷酸 とを隼 成す る こ とが こ の 酵素 の 特性 で あ る。

　 先づ 酵 母 1 キ ス 添加 の 合 成培地 に 發 育 し た 菌を
ー
音波

分解 して 無細胞＝キ ス を得 ， 之 を透析， 酸 沈澱 ，
プ ・

タ ミ ン ・カ ル シ ウ ム ゲル ・處理 ， 硫安驢析，等 に 依 つ

て 30倍 に精 製 し T い る．

　此 の 精製酵素 の 吸光曲線は フ ラ ピ ン 蛋 白 の それ と一

致 して い ない し ， 又 purine ・pyrimidine 等 の 鹽 基 の

それ と も異 な り之 等 の 物質を含 ん で い な い こ と を 示

す．久 作 用 阻害を行 つ て お り，FAD の 阻 害弸 とさ れ

て い る もの に よつ て 阻害を受
・け す ， 砒 酸 に よつ

『
じ も阻

害
．
され ない こ とを 示 し，乳 酸 が ピ ル ヴ ィ ン 酸 を經 て 愛

化 し な い の で あ る と考えT い る． 酵素は こ の 他 2 ，
4−

DNP ・HCN ・iっdっ acetate に 依 〔 部 「1害 さ れ ない ．叉

カ ク ラ ーゼ は，下 認 の 檬 な反應 に よ つ ら 進行 す る と

思 わ れ る 止Lノ）種 」）フ ラ ビ ン 酵素1叉應 に 才δ い て 生 成 し反

應 に 必．要 な もの で あ る H ．
・Ou を破 壌 す る た め に 阻 害 が

お こ る こ とが認 め られ τ
．
い る もの で あ る が，此 わ 酵 素

は カ タ ラ ーぜ に ょっ Z1 も．又 全 く阻 害 され ない ，

　 CHaCHOH ．COOH ．
トF ＝C｝1，．1・CO ・COOH 　l　 FH 」

　　 　 　　 　 　 FHs 　i．0 ”
≡F ｝

．1｛202

CHa ・CO ・COOH ＋ H ：02 ＝CH3COOI ｛＋ Ce ： fH ，O

　　　　 （茲 に F は 7 ラ ビ ン 助醇素）

　 熱 に i封 して は 割 合 に 安 定 で あ b，HCN で 阻 害 され な

い に も拘 らす 吸光 分 析 で は 銅 D 存在 せ 示 され て い る．

　 何 れ に し τ も此 の 酵素反應 （SLLi村及 び EDSON が 邇

べ で い る樣 に フ ラ ビ ン が 關 與 す る 上 式 の 檬 な反應機構

に よ つ
．
τ彳于わ れ る，反 應 で な く，　單

一一
の 蛋 白 體 に よ つ τ

酸 f匕とll兌．炭 酸 とが 獨媒 され る もの で あ る と考 えτ い

る，何 故 な らば乳 酸 に 墾す る RQ は 胎 ど 1 で あ り，上

記 の 様 稼精製に お い て 其 の 各 過 程 を邁 じて RQ は 常 に

殆 ど 1附
．
近 に あ る か らで あ る．勿 論 フ ラ ビ ン の 關與 は

實驗 に ．よつ て 十分 に 否 定 され て い る．

　 こ の 反 應 は 一應 新 ら し い 乳 酸

．
の 分 解．反應 で あ り，著

者 は 目下 研 究 中
．
で あ る が 反 應機構 に つ い τ は 酵 素反 應

が 非酵 素反 應 と組 合 され T い る 點 の 可 能性 につ い て 指

摘 し
rc

い る だ け で あ る．

　　 EDsoN ，
　N ．L．， ： Bヱoch3m 。　J．，41145 （1947）

　　 ロー［率寸：≧、Tature，　170　2D9．（1952）
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